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議
　
員
　
移
住
・
定
住
者

を
増
や
す
た
め
、
空
き
家

バ
ン
ク
に
家
庭
菜
園
ス
ペ

ー
ス
や
農
地
付
の
物
件
を

登
録
す
る
考
え
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長
　
小
規
模

農
業
を
し
た
い
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
こ
と
で
、
移
住
・

定
住
へ
の
選
択
肢
が
広
が

る
と
考
え
ま
す
が
、
農
地

売
買
に
は
農
地
法
の
条
件

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
自

治
体
の
取
組
事
例
を
参
考

に
農
業
委
員
会
と
協
議
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
民
図
書
館
に

Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
備

さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
。
所
蔵
資
料
と
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た

学
習
等
の
た
め
に
持
ち
込

議
　
員
　
交
付
事
務
の
取

扱
先
を
増
や
す
考
え
は
。

民
生
部
長
　
市
役
所
、
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

十
和
田
湖
郵
便
局
で
交
付

事
務
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
新
た
に
増
や
す

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
交
付
を
行
っ
た

場
合
、
１
通
当
た
り
の
経

費
は
幾
ら
に
な
る
か
。

民
生
部
長
　
３
年
間
の
特

別
交
付
税
措
置
を
加
味
し

た
５
年
間
の
平
均
試
算
額

は
、
１
通
当
た
り
約
７
１

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

議
　
員
　
第
４
次
計
画
で

新
た
に
実
施
す
る
取
組
は
。

市
　
長
　
①
業
務
効
率
化

の
た
め
の
改
革
、
②
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
の
た
め

の
改
革
、
③
未
来
の
た
め

の
改
革
を
柱
と
し
て
、
継

続
５
、
新
規
19
の
項
目
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
に
①

で
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
間
と
同

じ
よ
う
な
分
析
機
能
を
備

え
た
人
工
知
能
）
や
Ｒ
Ｐ

Ａ
（
人
間
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
上
で
行
う
定
型
作
業

を
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
自
動
化

さ
せ
る
技
術
）
と
い
っ
た

新
し
い
技
術
を
導
入
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務

の
効
率
化
に
重
点
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

議
　
員
　
十
和
田
湖
郵
便

局
で
の
住
民
票
等
交
付
事

務
の
実
績
と
１
通
当
た
り

に
か
か
る
経
費
は
。

民
生
部
長
　
令
和
元
年
度

は
交
付
実
績
が
計
82
通
、

１
通
当
た
り
の
経
費
は
４

８
１
４
円
で
す
。

議
　
員
　
第
１
次
か
ら
第

３
次
行
政
改
革
実
施
計
画

の
財
政
効
果
の
累
計
額
は
。

総
務
部
長
　
第
１
次
が
約

61
億
６
９
０
０
万
円
、
第

２
次
が
約
30
億
７
２
０
０

万
円
、
第
３
次
が
約
７
億

２
６
０
０
万
円
、
平
成
17

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
で

合
計
約
99
億
６
７
０
０
万

円
の
財
政
効
果
で
し
た
。

議
　
員
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
情
報
量
が
多
く
、
必
要

な
情
報
が
探
し
に
く
い
。

よ
り
分
か
り
や
す
く
目
と

耳
に
訴
え
る
情
報
伝
達
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増
や
す
た

め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
自
治
体

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
７
頁
参
照
）
の

中
で
も
利
用
者
が
多
く
、

幅
広
い
世
代
に
情
報
を
届

け
ら
れ
る
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
情
報
提
供
の
管
理
、

情
報
漏
え
い
な
ど
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。
他
自
治
体
の
活

用
事
例
等
を
調
査
、
検
証

し
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ん
だ
端
末
の
充
電
に
電
源

利
用
を
認
め
る
考
え
は
。

教
育
部
長
　
携
帯
電
話
等

の
私
的
充
電
と
見
分
け
が

難
し
い
こ
と
、
電
源
数
が

限
ら
れ
公
平
性
に
欠
け
る

こ
と
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー

遵
守
を
徹
底
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
等
か
ら
、

現
時
点
で
は
認
め
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
　
員
　
利
用
目
的
を
限

定
し
、
数
席
程
度
か
ら
始

め
て
状
況
を
見
て
ほ
し
い
。

山　田　洋　子
（市民連合クラブ）

空
き
家
バ
ン
ク
に
農
地
と
空
き
家
を

セ
ッ
ト
で
登
録
で
き
な
い
か

他
自
治
体
の
取
組
事
例
を
参
考
に

農
業
委
員
会
と
協
議
し
た
い

山　端　　　博
（市民連合クラブ）

行政改革実施計画の財政効果は

第1次から第3次の累計額は
約99億6,700万円

図書館資料利用者への電源利用の検討を

多様化する市民ニーズへの対応を
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議
　
員
　
経
済
活
性
化
の

た
め
に
も
、
令
和
３
年
度

は
従
来
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
べ
き
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
。

市
　
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
は
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
が
、
市

民
生
活
に
元
気
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
感
染
症
対
策

を
し
っ
か
り
と
講
じ
た
中

で
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催

す
る
考
え
を
持
っ
て
い
ま

す
。
３
月
中
に
県
が
策
定

す
る
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
の

独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
形
で
、
可
能
な
限

り
開
催
し
、
市
民
の
交
流

や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

た
青
森
県
地
震
・
津
波
被

害
想
定
調
査
の
報
告
に
基

づ
き
、
３
３
０
０
人
の
避

難
者
を
想
定
し
、
３
日
分

の
水
、
食
料
の
備
蓄
が
令

和
３
年
度
に
完
了
す
る
予

定
で
す
。
備
蓄
の
内
容
は
、

主
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

食
料
、
毛
布
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
、
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
の
ほ
か
、
感
染
症
対
策

と
し
て
換
気
用
扇
風
機
、

消
毒
液
、
マ
ス
ク
、
防
護

服
セ
ッ
ト
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
備
蓄
物
資
の
置

け
る
場
所
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
開
設
に
必
要
な
最

低
限
の
数
だ
け
備
蓄
し
て

い
ま
す
。

民
が
利
用
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

議
　
員
　
指
定
避
難
所
の

発
電
機
で
、
避
難
者
が
持

ち
込
ん
だ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
等
の
充
電
は
可
能
か
。

総
務
部
長
　
災
害
の
発
生

に
備
え
、
37
か
所
の
全
指

定
避
難
所
に
発
電
機
を
常

備
し
て
い
ま
す
が
、
照
明

や
換
気
設
備
な
ど
、
避
難

所
運
営
に
必
要
な
最
低
限

の
電
力
を
賄
う
た
め
の
も

の
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
充
電
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
災
害
時

等
の
情
報
取
得
手
段
と
し

て
有
効
な
た
め
、
広
報
等

で
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

や
手
回
し
発
電
機
な
ど
を
、

各
家
庭
の
非
常
持
ち
出
し

品
と
し
て
備
え
る
よ
う
、

改
め
て
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
指
定
避
難
所
の

備
蓄
物
資
の
数
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
根
拠
と
内
容
は
。

総
務
部
長
　
県
が
公
表
し

議
　
員
　
指
定
避
難
所
の

休
業
時
に
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
除
雪
の
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長
　
年
末
年
始
に

除
雪
を
行
わ
な
い
施
設
も

あ
っ
た
た
め
、
今
後
は
長

期
休
業
期
間
の
除
雪
体
制

を
施
設
管
理
者
と
協
議
し
、

い
つ
で
も
安
全
安
心
に
指

定
避
難
所
を
開
設
し
、
市

の
除
雪
の
状
況
は
。

建
設
部
長
　
市
道
の
歩
道

は
、
学
校
等
の
教
育
文
化

施
設
、
医
療
施
設
、
保
育

園
や
幼
稚
園
等
の
児
童
生

徒
等
の
歩
行
者
が
多
く
、

機
械
除
雪
が
可
能
な
路
線

を
重
点
的
に
行
い
、
通
学

に
支
障
の
な
い
よ
う
実
施

し
て
い
ま
す
。
国
道
や
県

道
で
は
、
路
線
に
よ
り
除

雪
の
有
無
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
児

童
生
徒
の
心
身
や
学
習
の

状
況
は
。

教
育
部
長
　
不
安
や
悩
み

が
あ
れ
ば
担
任
や
教
育
相

談
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
相
談
は
な
く
、

心
身
の
状
況
に
つ
い
て
例

年
と
の
違
い
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
学
習
の
状

況
は
、
臨
時
休
業
に
よ
る

遅
れ
を
、
行
事
の
精
選
、

休
業
日
の
授
業
設
定
、
授

業
時
間
の
変
更
な
ど
の
方

法
で
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
実
情
に
応
じ
て
適

切
に
対
応
す
る
よ
う
各
校

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
通
学
路
の
歩
道

堰野端　展　雄
（自民公明クラブ）

経
済
活
性
化
の
た
め

今
後
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
考
え
は

対
策
を
講
じ
可
能
な
限
り
開
催
す
る

今　泉　信　明
（市民連合クラブ）

指定避難所の休業時に
災害が発生した場合の除雪の対応は

施設管理者と除雪体制を協議し
安全安心な利用環境を整える

急な災害に備え家庭でも備蓄の心掛けを

通学路の除雪には地域住民等の支えもあります
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